
氏名 山根　キャサリン

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・英語III (7月３１日〜８月２日、2月５日〜７日）

【学内活動】
（学内職歴を含む）

国際交流委員会; 紀要委員会; 入学試験関係の業務; native speakerの非常勤講師の採用や指
導;英会話サーク ル (LEE- Let's Enjoy English)の指導;学生の短期海外研修(CIEEなど)の相談。

専門分野

所属学会

研究課題

【教育上の特記事項】

【社会的活動】

JALT(全国語学教育学会)に複数回参加・発表; participation in numerous workshops to support 
online teaching

Japan Association for Language Teaching -Special Interest Group (SIG) in Bilingualism: Editorial 
Board of Japan Journal of Multilingualism and Multiculturalism  ; Japan Association for Language 
Teaching-Special Interest Group (SIG) in Lifelong Language Learning: Membership Chair

Master of Arts in Linguistics, Cornell University (U.S.A.)

修士(言語学)

社会言語学;言語教育

最終学歴

【研究上の特記事項】

令　和　２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

Japan Black Studies Association; Japan Association for Language Teaching; Japan Association for 
Language Education and Technology

言語の多様性 (特に方言、黒人英語、言語と性); 外国語教育

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

学部担当科目
・英会話I (一、二 、八）；オーラルコミュニケーション初級I,II 
・英会話II (一、二、三) ；オーラルコミュニケーション中級I,II
・英会話III (一) ;上級英語I,II



共著

単著

単著

単著

単著

ひつじ書房

JALT（全国語学教育
学会） Lifelong 
Language Learning 
Special Interest Group 
(Volume 16, issue 1)

JALT（ Lifelong 
Language Learning SIG 
(Volume 16, Issue 2)

2020年5月

2020年12月

金星堂出版社(東京)2021年1月

2020年４月

奈良大学起要　第#49
号

カタカナ語を英語として使用することで 
起こる間違い、不自然な言い回し、動 
詞の使い分けなど、日本人が英語を使 
うときに注意すべきことを具体例で解 
説。

2021年1月

本研究の目的は、コロナウイルスに関す
るスラングのコーパスを用いて、(1) どの
ような意味領域にコロナウイルスに関す
るスラングが現れるのか、(2) コロナウイ
ルスに関するスラングが生み出されるプ
ロセスにはどのようなことが関わっている
のか、を明らかにすることである。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①Broadcast: ABC World News 
3

①Sannies and Locktails : A 
Semantic Study of Coronavirus 
Slang

②

②Sounding Natural in English

③

アメリカのABC News から最近のも のを 
編集し、 大学生向け英語テキ ストにし 
たもの。

③

（学会発表）

① Jazzing It Up: Tasks for 
Developing Listening Strategies 
through Music

③

（その他）

② A Mini Lesson on Slang and 
Coronavirus Slang

②

①

③


